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１

　

日
本
本
土
に
初
め
て
の
空く

う

襲し
ゅ
う

警け
い

報ほ
う

が
発
令
さ
れ
た
の
は
、

昭
和
一
九
年
一
〇
月
三
一
日
の
夕
刻
だ
っ
た
。

　

一
七
時
一
〇
分
、
愛あ

い

知ち

県
名な

古ご

屋や

、
岡お

か

崎ざ
き

、
豊と

よ

橋は
し

、
半は

ん

田だ

、

三み

重え

県
の
四よ

っ

日か

市い
ち

、
津つ

等
の
市
民
は
、
出だ

し
抜ぬ

け
に
鳴
り
響

き
始
め
た
不ふ

吉き
つ

な
音
に
足
を
止
め
、
不
安
げ
な
様
子
で
日
が

暮
れ
た
ば
か
り
の
空
を
見
上
げ
た
。

　

愛
知
県
や
三
重
県
の
軍ぐ

ん

需じ
ゅ

工
場
―
三み

つ

菱び
し

名
古
屋
航
空
機

製
作
所
、
中な

か

島じ
ま

飛
行
機
半
田
製
作
所
、
四
日
市
の
海
軍
第
二

燃ね
ん

料り
ょ
う

廠
し
ょ
う

等
の
職
員
も
、
作
業
の
手
を
止
め
、
互
い
に
顔
を

見み

合あ

わ
せ
た
。

「
中
部
軍
管
区
、
警
戒
警
報
発
令
。
敵
大
型
機
の
編
隊
、
熊く

ま

野の

灘な
だ

を
北
上
し
つ
つ
あ
り
。
敵
の
目
標
は
名
古
屋
の
公こ

う

算さ
ん

大だ
い

な
り
」

　

告つ

げ
報し

ら

せ
る
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
声
が
、
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ

始
め
た
。

　

名
古
屋
市
内
は
、
た
ち
ま
ち
騒そ

う

然ぜ
ん

と
な
っ
た
。

　

昭
和
一
二
年
に
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

し
た
名
古
屋
駅
の
周
辺
で
も
、
繁は

ん

華か

街が
い

が
あ
る
栄

さ
か
え

町ち
ょ
うで
も
、
名
古
屋
城
の
付
近
で
も
、
警
察

官
や
在ざ

い

郷ご
う

軍ぐ
ん

人じ
ん

会か
い

の
人
々
が
市
民
に
退た

い

避ひ

を
呼
び
か
け
る
。

　

多
く
は
名
古
屋
駅
、
名
古
屋
城
、
栄
町
の
デ
パ
ー
ト
、
企

業
の
ビ
ル
、
学
校
、
病
院
等
に
避
難
す
る
。

　

防ぼ
う

空く
う

壕ご
う

に
は
、
女
性
や
子
供
が
優
先
的
に
収
容
さ
れ
、
商

店
街
で
は
、
商
店
や
市
場
、
食
堂
、
居
酒
屋
等
が
臨
時
の
避

難
所
に
早
変
わ
り
し
、
人
々
を
迎
え
入
れ
る
。

　

主
だ
っ
た
軍
需
工
場
で
も
、
避
難
が
始
ま
る
。

　

従
業
員
は
作
業
を
中
断
し
、
工
場
の
構こ

う

内な
い

に
設
け
ら
れ
た

防
空
壕
へ
と
逃
げ
込
む
。

　

名
古
屋
周
辺
の
航
空
基
地
で
は
、
夜
間
戦
闘
機
隊
が
出
撃

を
開
始
し
て
い
る
。

　

愛
知
県
小こ

牧ま
き

の
陸
軍
飛
行
場
に
展
開
す
る
飛
行
第
五
五

戦
隊
の
四
式
複
座
戦
闘
機
「
黒こ

く

龍り
ゅ
う
」
と
二
式
複
座
戦
闘
機

「
屠と

龍り
ゅ
う」
の
混
成
編
隊
が
、
真
っ
先
に
飛
び
立
っ
た
。

「
黒
龍
」
は
、
海
軍
の
夜
間
戦
闘
機
「
極

き
ょ
っ

光こ
う

」
の
陸
軍
仕
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様
機
だ
。
基
本
性
能
や
兵
装
は
極
光
と
同
じ
だ
が
、
計
器
は

海
軍
仕
様
機
と
若

じ
ゃ
っ

干か
ん

の
差
異
が
あ
る
。

　

海
軍
が
、
極
光
一
機
と
夜
間
戦
闘
機
「
月げ

っ

光こ
う

」
四
機
で
小

隊
を
組
ん
で
い
る
の
と
同
様
、
陸
軍
で
も
黒
龍
一
機
と
屠
龍

四
機
を
一
個
小
隊
と
し
て
い
る
。

　

黒
龍
の
空く

う

六
号
電で

ん

探た
ん

で
敵
機
を
探
知
し
、
屠
龍
を
誘
導
す

る
の
だ
。

　

黒
龍
自
身
も
、
三
〇
ミ
リ
機
関
砲
と
二
〇
ミ
リ
機
関
砲
各

二
門
の
重
火
力
で
、
敵
機
を
攻
撃
す
る
。

　

丸
っ
こ
い
独
特
の
機
首
を
持
ち
、
前
方
に
電
探
用
の
ア
ン

テ
ナ
を
突
き
出
し
た
黒
龍
と
、
尖と

が

っ
た
機
首
を
持
つ
屠
龍
が
、

続
々
と
小
牧
飛
行
場
よ
り
発
進
し
、
ま
だ
日
が
暮
れ
て
か
ら

間
も
な
い
空
へ
と
舞
い
上
が
っ
て
ゆ
く
。

　

知ち

多た

半
島
常と

こ

滑な
め

の
上
空
で
、
黒
龍
と
屠
龍
、
合
計
四
〇
機

が
集
結
し
、
編
隊
を
組
む
。

「
情
報
。
敵
編
隊
、
潮

し
お
の

岬み
さ
き

の
東
方
海
上
を
北
進
中
。
名
古

屋
の
南
方
一
七
〇
キ
ロ
。
高
度
五
〇
〇
〇
」

　

地
上
の
戦
闘
指
揮
所
が
、
無
線
電
話
機
を
通
じ
て
、
敵
の

位
置
を
伝
え
て
来
る
。

　

中
部
軍
管
区
は
、
紀き

伊い

半
島
南
端
の
串く

し

本も
と

、
渥あ

つ

美み

半
島
の

伊い

良ら

子こ

等
、
五
箇
所
に
電
探
基
地
を
擁よ

う

し
て
い
る
。

　

そ
れ
ら
が
敵
影
を
捉と

ら

え
、
戦
闘
指
揮
所
で
整
理
さ
れ
た
情

報
が
、
戦
闘
機
隊
に
送
ら
れ
て
来
る
の
だ
。

　

情
報
を
受
け
取
っ
た
戦
闘
機
隊
が
、
進
撃
を
開
始
す
る
。

　

こ
の
日
の
月げ

つ

齢れ
い

は
一
四
。

　

満
月
の
柔
ら
か
い
光
が
投
げ
か
け
ら
れ
る
中
、
四
〇
機
の

夜
間
戦
闘
機
は
、
日
本
本
土
を
侵お

か

さ
ん
と
し
て
い
る
敵
重
爆

の
編
隊
を
求
め
、
伊い

勢せ

湾わ
ん

の
上
空
を
南
下
す
る
。

　

敵
機
と
の
距
離
は
ま
だ
遠
い
が
、
地
上
の
複
数
箇
所
に
設

置
さ
れ
た
電
探
は
、
刻
々
と
変
化
す
る
敵
機
の
位
置
を
的
確

に
捉
え
、
戦
闘
機
隊
に
伝
え
て
来
る
。

「
高
度
五
〇
〇
〇
と
は
、
意
外
に
低
め
で
す
ね
」

　

第
三
小
隊
長
を
務
め
る
香か

取と
り

公き
み

秀ひ
で

中
尉
の
耳
に
、
後
席
に

乗
る
及お

い

川か
わ

望の
ぞ
む

軍
曹
の
声
が
届
い
た
。

　

電
探
が
捉
え
た
敵
機
が
、
ボ
ー
イ
ン
グ
Ｂ
29〝
ス
ー
パ
ー・

フ
ォ
ー
ト
レ
ス
〞
―
か
ね
て
か
ら
警
戒
さ
れ
て
い
た
米
軍
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の
最
新
鋭
四
発
重
爆
撃
機
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

そ
の
Ｂ
29
が
、
初
め
て
日
本
軍
の
前
に
姿
を
現
し
た
の
は

五
月
一
二
日
だ
。

　

こ
の
と
き
は
、
九
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
高
高
度
か
ら
硫い

黄お
う

島と
う

上
空
に
侵
入
し
、
飛
行
場
を
爆
撃
し
て
飛
び
去
っ
た
。

　

機
数
は
僅わ

ず

か
四
機
だ
っ
た
が
、
迎げ

い

撃げ
き

に
上
が
っ
た
海
軍
の

飛ひ

電で
ん

は
歯
が
立
た
ず
、
敗
退
を
余よ

儀ぎ

な
く
さ
れ
て
い
る
。

　

高
高
度
で
の
戦
闘
に
対
応
し
た
飛
電
二
二
型
も
、
高
度
九

〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
と
も
な
れ
ば
上
昇
力
が
落
ち
る
た
め
、
Ｂ

29
に
致
命
傷
を
与
え
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の
だ
。

　

米
側
か
ら
見
れ
ば
、
高
高
度
か
ら
進
入
す
れ
ば
、
比
較
的

安
全
に
投と

う

弾だ
ん

で
き
る
こ
と
に
な
る
。

　

に
も
関
わ
ら
ず
、
敵
機
は
五
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
と
、
や
や

低
め
の
高
度
を
取
っ
て
い
る
。

「
敵
は
、
よ
ほ
ど
自
信
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ん
」

　

と
、
香
取
は
答
え
た
。

　

海
軍
の
戦
闘
詳
報
に
よ
れ
ば
、
Ｂ
29
は
ボ
ー
イ
ン
グ
Ｂ
17

〝
フ
ラ
イ
ン
グ
・
フ
ォ
ー
ト
レ
ス
〞
や
コ
ン
ソ
リ
デ
ー
テ
ッ

ド
Ｂ
24
〝
リ
ベ
レ
ー
タ
ー
〞
よ
り
も
強
力
な
防
御
火
器
を
持

ち
、
装
甲
も
厚
く
、
二
〇
ミ
リ
弾
を
命
中
さ
せ
て
も
容よ

う

易い

に

火
を
噴
か
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

Ｂ
29
は
、
高
高
度
に
お
け
る
飛
行
性
能
よ
り
も
、
火
力
と

防
御
力
で
飛
電
を
寄
せ
付
け
な
か
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ

る
。

　

米
軍
は
「
日
本
機
、
恐お

そ

る
る
に
足た

ら
ず
」
と
考
え
、
敢あ

え

て
高
度
五
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
進
入
を
図
っ
て
い
る
の
で

は
、
と
香
取
は
推
測
し
て
い
た
。

「
屠
龍
は
ど
う
だ
？ 

つ
い
て
来
て
る
か
？
」

　

香
取
は
、
気
が
か
り
な
こ
と
を
聞
い
た
。

　

指
揮
官
の
任
務
は
、「
部
隊
全
体
で
大
き
な
戦
果
を
上
げ

る
こ
と
」
だ
。
麾き

下か

の
屠
龍
四
機
を
誘
導
し
、
敵
機
に
取
り

付
か
せ
る
こ
と
が
、
何
よ
り
重
要
に
な
る
。

「
全
機
、
続
行
中
で
す
」

「
了
解
し
た
」

　

及
川
の
即
答
を
受
け
、
香
取
は
短
く
返
答
し
た
。

　

飛
行
第
五
五
戦
隊
は
、
夜
間
戦
闘
専
門
の
戦
闘
機
隊
と
し
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て
編
制
さ
れ
た
部
隊
だ
。

　

全
員
が
、
技ぎ

量り
ょ
う「
甲こ

う

」
の
持
ち
主
で
占し

め
ら
れ
、
夜
間

の
編
隊
飛
行
や
空
中
戦
の
訓
練
を
入
念
に
積
ん
で
い
る
。

　

途
中
で
は
ぐ
れ
た
機
体
が
な
い
と
知
り
、
香
取
は
満
足
感

を
覚お

ぼ

え
て
い
た
。

　

飛
行
第
五
五
戦
隊
は
、
上
昇
し
つ
つ
南
下
を
続
け
る
。

　

伊
勢
湾
上
空
は
と
う
に
過
ぎ
、
熊
野
灘
の
上
空
に
入
っ
て

い
る
。

　

右
方
に
は
紀
伊
半
島
の
東
岸
が
横
た
わ
っ
て
い
る
は
ず
だ

が
、
目
を
凝こ

ら
し
て
も
何
も
見
え
な
い
。

　

視
界
内
に
入
る
光
は
、
東
か
ら
差
し
込
む
月
光
と
無
数
の

星
々
、
各
機
の
標
識
灯
と
排
気
炎
だ
け
だ
。

「
敵
編
隊
、
針
路
、
速
度
と
も
変
化
な
し
。
貴
隊
と
は
、
五

分
以
内
に
接
触
す
る
」

　

戦
闘
指
揮
所
が
新
た
な
情
報
を
送
っ
て
き
た
。

「
い
よ
い
よ
だ
ぞ
」

　

香
取
は
、
及
川
に
呼
び
か
け
た
。

　

五
月
一
二
日
の
硫
黄
島
空
襲
は
、
Ｂ
29
の
実
戦
テ
ス
ト
だ

っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
は
、
本
番
だ
。
Ｂ
29
は
日
本
本
土
を
爆
撃
し
、
日
本

の
継け

い

戦せ
ん

能
力
に
打
撃
を
与
え
る
べ
く
来
襲
し
た
の
だ
。

「
一
発
た
り
と
も
投
弾
を
許
さ
ず
」

　

そ
の
つ
も
り
で
迎
撃
に
当
た
る
旨む

ね

、
全
員
が
出
撃
前
に
訓

示
を
受
け
て
い
る
。

　

Ｂ
29
は
ま
だ
視
界
に
入
ら
な
い
が
、
米
軍
が
誇
る
巨
大
な

四
発
重
爆
の
気け

配は
い

を
、
香
取
は
感
じ
取
っ
て
い
た
。

「
電
探
、
感
四
！ 

敵
機
、
正
面
。
高
度
差
五
〇
〇
！
」

　

戦
隊
長
深み

山や
ま

源げ
ん

太た

郎ろ
う

少
佐
の
声
が
、
レ
シ
ー
バ
ー
に
飛
び

込
ん
だ
。

　

香
取
は
、
前
上
方
を
見
上
げ
た
。

　

お
ぼ
ろ
げ
な
月
明
か
り
の
中
、
四
発
機
の
機
影
が
ぼ
ん
や

り
と
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
。
機
体
の
右
半
面
が
、
鈍に

ぶ

い
銀

色
に
照
り
輝
い
て
い
る
。

　

深
山
戦
隊
長
以
下
、
飛
行
第
五
五
戦
隊
の
戦
闘
機
乗
り
た

ち
が
初
め
て
目ま

の
当あ

た
り
に
す
る
Ｂ
29
の
姿
だ
。

「
本
機
の
電
探
に
も
映う

つ

り
ま
し
た
！
」
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及
川
が
叫さ

け

ん
だ
と
き
に
は
、
飛
行
第
五
五
戦
隊
の
黒
龍
、

屠
龍
と
Ｂ
29
の
編
隊
は
、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
高
度
差
を
置

い
て
す
れ
違
っ
て
い
る
。

　

頭
上
に
、
多
数
の
発
射
炎
が
閃ひ

ら
めい
た
。
青
白
い
多
数
の
曳え

い

痕こ
ん

が
、
驟

し
ゅ
う

雨う

の
よ
う
に
降
っ
て
来
た
。

　

陸
軍
の
夜
戦
隊
と
Ｂ
29
の
初
対
決
は
、
Ｂ
29
の
先
制
攻
撃

に
よ
っ
て
幕
を
開
け
た
の
だ
。

　

幸
い
、
被
弾
し
た
機
体
は
な
い
。

　

頭
上
か
ら
襲
っ
て
来
た
敵
弾
は
、
闇や

み

の
底
に
吸
い
込
ま
れ

る
よ
う
に
消
え
て
い
る
。

「
全
機
反
転
！ 

攻
撃
開
始
！
」

「
三
小
隊
、
反
転
。
俺
に
続
け
！
」

　

深
山
戦
隊
長
の
命
令
を
受
け
、
香
取
は
三
小
隊
の
全
機
に

命
じ
た
。

　

操そ
う

縦じ
ゅ
う

桿か
ん

を
倒
し
、
左
の
水
平
旋
回
を
か
け
た
。

　

僚
り
ょ
う

機き

の
機
影
が
右
に
流
れ
、
左
に
見
え
て
い
た
月
が
右

に
移
動
す
る
。

　

反
転
を
終
え
た
と
き
に
は
、
香
取
の
黒
龍
は
、
Ｂ
29
編
隊

の
後
ろ
下
方
に
付
け
て
い
る
。

「
敵
機
と
の
距
離
一
六
〇
〇
、
高
度
差
五
〇
〇
！
」

「
屠
龍
を
誘
導
す
る
！
」

　

及
川
の
報
告
を
受
け
、
香
取
は
宣
言
す
る
よ
う
に
叫
ん
だ
。

　

エ
ン
ジ
ン
・
ス
ロ
ッ
ト
ル
を
心

こ
こ
ろ

持も

ち
開
き
、
操
縦
桿
を

手
前
に
引
い
た
。

　

自
分
だ
け
な
ら
フ
ル
・
ス
ロ
ッ
ト
ル
で
突
進
す
る
と
こ
ろ

だ
が
、
屠
龍
の
誘
導
機
と
し
て
の
役
割
を
考
え
れ
ば
、
そ
れ

は
で
き
な
い
。

　

黒
龍
と
屠
龍
に
は
、
一
〇
〇
キ
ロ
以
上
の
速
力
差
が
あ
る

た
め
、
ス
ロ
ッ
ト
ル
を
開
き
過
ぎ
る
と
、
屠
龍
の
空
中
勤
務

者
が
黒
龍
を
見み

失う
し
な

っ
て
し
ま
う
の
だ
。

「
一
二
〇
〇
…
…
一
〇
〇
〇
…
…
」

　

最
も
近
い
位
置
に
い
る
敵
機
と
の
距
離
を
、
及
川
が
電
探

か
ら
読
み
取
り
、
報
告
す
る
。

　

Ｂ
29
か
ら
の
銃
撃
は
な
い
。

　

後
ろ
下
方
か
ら
接
近
す
る
黒
龍
や
屠
龍
を
、
視
界
に
捉
え

ら
れ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
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距
離
が
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
縮
ま
っ
た
と
き
、
後
続
す

る
屠
龍
が
動
い
た
。

　

エ
ン
ジ
ン
・
ス
ロ
ッ
ト
ル
を
フ
ル
に
開
い
て
加
速
し
、
Ｂ

29
に
肉に

く

迫は
く

し
た
。

　

屠
龍
の
姿
に
気
づ
い
た
の
か
、
Ｂ
29
の
尾
部
と
下し

た

腹は
ら

に
発

射
炎
が
閃
く
。
青
白
い
曳
痕
の
連
な
り
が
屠
龍
を
絡か

ら

め
取と

る

べ
く
、
左
右
に
振
り
回
さ
れ
る
。

　

第
三
小
隊
の
屠
龍
は
、
敵
弾
を
か
い
く
ぐ
る
よ
う
に
し
て
、

Ｂ
29
の
後
ろ
下
方
に
付
け
た
。

　

愛あ
い

川か
わ

悟さ
と
る

少
尉
と
木き

の

下し
た

勇い
さ
む

軍
曹
の
二
番
機
が
、
胴
体
上
面

に
発
射
炎
を
閃
か
せ
、
二
条
の
火か

箭せ
ん

が
噴ふ

き
延の

び
た
。

　

操
縦
室
後
方
に
、
前
上
方
に
向
け
て
装
備
し
た
二
〇
ミ
リ

機
関
砲
二
門
が
火
を
噴
い
た
の
だ
。

　

最
初
の
一
連
射
は
、
Ｂ
29
の
右
主
翼
を
か
す
め
た
だ
け
で

終
わ
っ
た
が
、
二
度
目
の
射
弾
は
狙ね

ら

い
過あ

や
また
ず
、
四
番
エ
ン

ジ
ン
に
吸
い
込
ま
れ
た
。

　

二
番
機
と
ほ
と
ん
ど
同
時
に
、
福ふ

く

本も
と

春は
る

雄お

曹
長
と
仁に

瓶へ
い

友と
も

吉き
ち

伍
長
の
三
番
機
も
Ｂ
29
一
機
に
食
い
下
が
り
、
二
〇
ミ
リ

弾
を
浴
び
せ
て
い
る
。

　

二
機
の
Ｂ
29
が
、
ぐ
ら
つ
い
た
よ
う
に
見
え
た
が
―
。

「
駄だ

目め

か
！
」

　

そ
の
声
が
、
香
取
の
口
か
ら
漏も

れ
た
。

　

一
、
二
番
機
が
銃
撃
を
浴
び
せ
た
Ｂ
29
は
、
火
を
噴
か
な

い
。
編
隊
の
定
位
置
を
保
ち
、
飛
行
を
続
け
て
い
る
。

　

屠
龍
の
二
〇
ミ
リ
機
関
砲
は
、
致ち

命め
い

傷し
ょ
う
を
負お

わ
せ
る
に

は
至
ら
な
か
っ
た
の
だ
。

　

四
、
五
番
機
も
、
香
取
の
黒
龍
を
追
い
抜
き
、
Ｂ
29
に
突

進
す
る
。

　

二
、
三
番
機
同
様
、
敵
機
の
下
腹
に
潜も

ぐ

り
込
み
、
二
〇
ミ

リ
機
関
砲
二
門
を
発
射
す
る
。

　

こ
れ
も
、
効
果
は
な
い
。

　

二
〇
ミ
リ
弾
が
命
中
し
た
Ｂ
29
は
、
僅
か
に
よ
ろ
め
く
が
、

そ
れ
以
上
の
こ
と
は
起
こ
ら
な
い
。

　

上
に
向
か
っ
て
撃
ち
上
げ
る
た
め
、
充
分
な
貫
通
力
を
得

ら
れ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
香
取
一
番
よ
り
三
小
隊
―
」
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香
取
が
小
隊
各
機
に
呼
び
か
け
よ
う
と
し
た
と
き
、
Ｂ
29

の
反
撃
が
始
ま
っ
た
。

　

尾
部
と
胴
体
下
面
に
発
射
炎
が
閃
き
、
火
箭
が
噴
き
延
び

る
。
一
二
・
七
ミ
リ
弾
の
火
箭
が
左
右
に
振
り
回
さ
れ
、
青

白
い
曳
痕
が
乱
れ
飛
ぶ
。

　

第
三
小
隊
の
四
番
機
―
倉く

ら

田た

恒つ
ね

夫お

軍
曹
と
西に

し

健け
ん

太た

郎ろ
う

伍

長
の
屠
龍
が
、
最
初
に
被
弾
し
た
。

　

青
白
い
火
箭
が
右
主
翼
に
突
き
刺
さ
っ
た
直
後
、
後
方
に

黒
煙
を
な
び
か
せ
、
機
首
を
大
き
く
下
げ
る
。

　

そ
の
ま
ま
高
度
を
落
と
し
、
闇
の
底
へ
と
姿
を
消
す
。

　

続
け
て
、
松ま

つ

島し
ま

元も
と

美み

伍
長
と
酒さ

か

田た

正し
ょ
う

一い
ち

兵
長
の
五
番
機

が
や
ら
れ
る
。

　

青
白
い
曳
痕
が
突
き
刺
さ
る
と
同
時
に
、
左
主
翼
の
上
に

火か

焔え
ん

が
躍お

ど

り
、
機
体
全
体
を
包
み
込
む
。

「
飛
行
機
の
形
を
し
た
炎
の
塊

か
た
ま
り」
に
変
わ
っ
た
屠
龍
は
、

機
首
を
大
き
く
下
げ
、
真ま

っ
逆さ

か

さ
ま
に
墜
落
す
る
。

　

長
く
引
き
ず
ら
れ
る
炎
が
闇
を
切
り
裂
く
が
、
そ
れ
は
ほ

ん
の
一
瞬
だ
。

　

下
方
で
爆
発
光
が
閃
き
、
無
数
の
火
の
粉
が
風
に
吹
き
散

ら
さ
れ
て
消
え
る
。

　

こ
の
と
き
に
は
、
多
数
の
Ｂ
29
が
対
空
射
撃
を
開
始
し
て

い
る
。

　

敵
の
機
銃
手
も
、
黒
龍
や
屠
龍
の
機
影
を
は
っ
き
り
視
認

で
き
な
い
の
だ
ろ
う
、
一
二
・
七
ミ
リ
弾
の
火
箭
は
闇や

み

雲く
も

に

振
り
回
さ
れ
て
い
る
。

　

香
取
機
の
左
前
方
で
、
屠
龍
一
機
が
被
弾
す
る
。

　

先
に
墜お

と
さ
れ
た
倉
田
機
同
様
、
エ
ン
ジ
ン
に
敵
弾
が
命

中
し
た
の
か
、
黒
煙
を
引
き
ず
り
な
が
ら
高
度
を
落
と
す
。

　

続
い
て
右
前
方
で
、
屠
龍
一
機
が
、
胴
体
の
真
上
か
ら
射

弾
を
浴
び
る
。

　

火
箭
が
コ
ク
ピ
ッ
ト
の
前
か
ら
後
ま
で
駆
け
抜
け
た
直
後
、

屠
龍
の
姿
は
一
瞬
で
消
失
し
、
出
現
し
た
炎
の
雲
が
闇
を
吹

き
払
う
。

　

Ｂ
29
の
射
弾
は
、
二
〇
ミ
リ
機
関
砲
の
弾
倉
を
直
撃
し
、

誘
爆
を
引
き
起
こ
し
た
の
だ
。

「
俺
た
ち
も
行
く
ぞ
！
」



全長 30.18m
翼幅 43.05m
全備重量 49,896kg
発動機 R-3350-23 2,200馬力×４基
最大速度 587km/時
航続距離 5,230km
兵装 12.7mm機銃×10丁、20mm機銃×１丁
 爆弾 最大９トン
乗員数 11名

アメリカ陸軍 B29戦略爆撃機

　B29は、現行の主力爆撃機であるB17やB24とは異なり、最初から敵国
の軍事施設や社会資本を直接攻撃する戦略爆撃機として開発がスタート
した。ボーイング社が数々の難問に挑みつつ完成させた機体は、様々な
新機軸を採り入れることによって、高高度飛行性能と長距離飛行性能に
加え、大きな爆弾搭載量と強力な自衛火器を兼ね備える超高性能機と
なった。この究極の爆撃機は、今次大戦における米軍の切り札として、
太平洋戦線のみならず、すべての連合国将兵の大きな希望となっている。
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香
取
は
、
及
川
に
声
を
か
け
た
。

　

屠
龍
で
は
分ぶ

が
悪
い
。
黒
龍
も
戦
闘
に
参
加
し
、
敵
機
の

阻そ

止し

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
左
前
方
に
敵
編
隊
。
ま
だ
、
味
方
は
取
り
付
い
て
い
ま
せ

ん
！
」

「
了
解
！
」

　

及
川
の
報
告
を
受
け
、
香
取
は
左
の
水
平
旋
回
を
か
け
た
。

　

操
縦
桿
を
手
前
に
引
き
、
エ
ン
ジ
ン
・
ス
ロ
ッ
ト
ル
を
フ

ル
に
開
い
た
。

　

黒
龍
が
加
速
さ
れ
、
緩ゆ

る

や
か
な
角
度
で
上
昇
を
開
始
す
る
。

「
距
離
一
〇
〇
〇
…
…
八
〇
〇
…
…
六
〇
〇
…
…
」

　

電
探
が
示
す
数
字
を
及
川
が
読
み
上
げ
、
Ｂ
29
の
機
影
が

見
え
始
め
る
。

　

機
体
の
右
半
面
が
、
東
か
ら
差
し
込
む
月
光
を
反
射
し
て

い
る
の
だ
。

「
技
量
『
甲
』
の
視
力
を
舐な

め
る
な
、
米
軍
」

　

唇
く
ち
び
るを
軽
く
舐
め
、
香
取
は
呟つ

ぶ
やい
た
。

　

陸
軍
航
空
隊
の
操
縦
者
は
、
広
大
な
満ま

ん

州し
ゅ
う
で
作
戦
行
動

を
行
え
る
よ
う
に
訓
練
さ
れ
て
い
る
。

　

夜
間
飛
行
の
際
は
、
南
満
州
鉄
道
の
線
路
に
反
射
す
る
月

光
を
頼
り
に
、
位
置
を
把は

握あ
く

す
る
の
だ
。

　

Ｂ
29
の
反
射
光
は
、
満
鉄
線
路
の
そ
れ
よ
り
は
っ
き
り
し

て
い
る
。
満
州
で
何
度
も
夜
間
訓
練
を
行
っ
た
身
に
は
、
視

認
は
容
易
だ
。

　

一い
っ

旦た
ん

、
高
度
五
五
〇
〇
ま
で
上
昇
す
る
。

　

梯て
い

団だ
ん

の
最
後
尾
に
い
る
Ｂ
29
に
狙
い
を
定
め
、
操
縦
桿
を

前
方
に
押
し
込
む
。

　

黒
龍
の
丸
っ
こ
い
機
首
が
下
が
り
、
機
体
が
降
下
を
開
始

す
る
。
照

し
ょ
う

準じ
ゅ
ん

器き

の
環わ

が
捉
え
た
Ｂ
29
の
反
射
光
が
近
づ
い

て
来
る
。

「
喰く

ら
え
！
」

　

一ひ
と

声こ
え

叫
び
、
発は

っ

射し
ゃ

把は

柄へ
い

を
軽
く
握に

ぎ

っ
た
。

　

大
小
四
条
の
火
箭
が
、
コ
ク
ピ
ッ
ト
の
真
下
と
両
翼
の
付

け
根
付
近
か
ら
ほ
と
ば
し
り
、
発
射
の
反
動
を
受
け
た
コ
ク

ピ
ッ
ト
が
振
動
し
た
。

　

黒
龍
の
兵
装
は
、
胴
体
下
面
の
三
〇
ミ
リ
機
関
砲
二
門
と
、
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両
翼
の
付
け
根
に
設
け
た
二
〇
ミ
リ
機
関
砲
二
門
。
屠
龍
の

火
器
よ
り
破
壊
力
が
大
き
い
。

　

硫
黄
島
で
、
多
数
の
Ｂ
17
、
Ｂ
24
を
屠ほ

ふ

っ
て
来
た
重
火
力

が
、
Ｂ
17
、
Ｂ
24
よ
り
も
防
御
装
甲
が
厚
い
Ｂ
29
目
が
け
て

火
を
噴
い
た
の
だ
。

　

真
っ
赤
な
太
い
曳
痕
が
、
Ｂ
29
の
太
い
胴
体
に
突
き
刺
さ

り
、
火
花
と
共
に
黒
い
塵ち

り

の
よ
う
な
も
の
が
飛
び
散
る
。

　

Ｂ
29
は
僅
か
に
揺
れ
た
よ
う
に
見
え
た
が
、
火
を
噴
く
様

子
も
、
落ら

く

伍ご

す
る
気
配
も
な
い
。
胴
体
に
命
中
し
た
た
め
、

致
命
傷
と
は
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

　

Ｂ
29
の
尾
部
に
発
射
炎
が
閃
き
、
反
撃
の
銃
火
が
噴
き
延

び
る
。
一
二
・
七
ミ
リ
弾
の
青
白
い
火
箭
が
、
香
取
機
の
主

翼
を
か
す
め
、
後
方
に
消
え
る
。

　

香
取
は
、
操
縦
桿
を
左
に
倒
す
。

　

黒
龍
が
左
に
旋
回
し
、
敵
の
機
影
が
右
に
流
れ
る
。

　

双
発
の
重
戦
闘
機
だ
が
、
運
動
性
能
は
軽
快
だ
。
機
名
の

通
り
、
黒
い
龍
が
天て

ん

空く
う

を
自
在
に
飛
び
回
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

香
取
は
二
度
目
の
射
弾
を
放
つ
。

　

重
々
し
い
連
射
音
と
共
に
、
四
条
の
火
箭
が
ほ
と
ば
し
る
。

三
〇
ミ
リ
機
関
砲
は
コ
ク
ピ
ッ
ト
の
真
下
に
位
置
し
て
い
る

だ
け
に
、
発
射
の
反
動
は
強
烈
だ
。
一
連
射
を
放
つ
た
び
、

尻
を
突
き
上
げ
ら
れ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

　

三
〇
ミ
リ
弾
と
二
〇
ミ
リ
弾
の
火
箭
は
、
狙
い
過
た
ず
、

Ｂ
29
の
左
主
翼
に
突
き
刺
さ
る
。

　

補ほ

助じ
ょ

翼よ
く

を
引
き
ち
ぎ
っ
た
の
か
、
細
長
い
も
の
が
後
方
に

飛
ん
だ
。

　

同
時
に
、
二
番
エ
ン
ジ
ン
か
ら
炎
と
黒
煙
が
噴
き
出
し
た
。

　

火
災
炎
は
み
る
み
る
拡
大
し
、
Ｂ
29
の
巨
体
を
闇
の
中
に

浮
か
び
上
が
ら
せ
た
。
大
量
の
黒
煙
が
後
方
に
引
き
ず
ら
れ

る
様
子
が
、
は
っ
き
り
見
え
た
。

　

Ｂ
29
は
編
隊
か
ら
落
伍
し
、
高
度
を
落
と
し
た
。

　

閃
光
と
共
に
左
主
翼
が
折
れ
飛
び
、
機
体
は
炎
と
黒
煙
を

引
き
ず
り
な
が
ら
、
真
っ
逆
さ
ま
に
墜
落
し
始
め
た
。

「
や
っ
た
！
」

　

香
取
は
、
快か

い

哉さ
い

を
叫
ん
だ
。

　

Ｂ
29
は
非
常
に
防
御
力
の
高
い
機
体
で
は
あ
る
が
、
決
し
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て
墜
と
せ
な
い
相
手
で
は
な
い
。

　

香
取
と
及
川
は
、
そ
の
こ
と
を
た
っ
た
今
実
証
し
た
の
だ
。

　

こ
の
と
き
に
は
、
香
取
機
以
外
の
黒
龍
も
、
Ｂ
29
に
火
を

噴
か
せ
て
い
る
。

　

速
力
、
運
動
性
、
火
力
、
そ
し
て
夜
間
に
お
け
る
探
知
能

力
で
屠
龍
よ
り
遥は

る

か
に
優ま

さ

る
夜
間
戦
闘
機
は
、
Ｂ
29
の
後
ろ

上
方
、
あ
る
い
は
後
ろ
下
方
か
ら
猛
速
で
肉
迫
し
、
三
〇
ミ

リ
弾
、
二
〇
ミ
リ
弾
を
叩
き
込
む
。

　

直
径
三
〇
ミ
リ
の
機
関
砲
弾
は
、
エ
ン
ジ
ン
・
カ
ウ
リ
ン

グ
を
抉え

ぐ

り
取
っ
て
火
災
を
起
こ
さ
せ
、
胴
体
に
大
穴
を
穿う

が

っ

て
、
制
御
用
の
ワ
イ
ヤ
ー
を
切
断
す
る
。

　

銃
塔
に
命
中
し
た
三
〇
ミ
リ
弾
、
二
〇
ミ
リ
弾
は
、
一
撃

で
防
御
火
器
を
沈
黙
に
追
い
込
む
。

　

主
翼
や
尾
翼
に
命
中
し
た
射
弾
は
、
補
助
翼
や
昇

し
ょ
う

降こ
う

舵だ

を
吹
き
飛
ば
し
、
機
体
の
制
御
を
失
わ
せ
る
。

　

満
月
の
光
の
中
、
一
〇
機
前
後
の
Ｂ
29
が
黒
煙
を
引
き
ず

り
な
が
ら
よ
ろ
め
き
、
あ
る
い
は
炎
を
引
き
ず
り
な
が
ら
、

墜
落
し
つ
つ
あ
る
。

　

今
年
五
月
、
初
め
て
日
本
軍
の
戦
闘
機
と
交
戦
し
た
と
き

に
は
、
飛
電
二
二
型
を
寄
せ
付
け
な
か
っ
た
Ｂ
29
だ
が
、
黒

龍
が
持
つ
重
火
力
と
電
探
の
探
知
力
が
、
米
軍
の
最
新
鋭
四

発
重
爆
を
、
一
機
ま
た
一
機
と
夜
空
に
葬ほ

う
むり
去さ

っ
て
い
る
。

　

Ｂ
29
の
胴
体
上
面
と
下
面
、
尾
部
に
発
射
炎
が
閃
き
、
巨

大
な
機
体
の
周
囲
に
青
白
い
曳
痕
が
乱
れ
飛
ぶ
。

　

黒
龍
一
機
が
敵
弾
を
浴
び
、
火
を
噴
く
。

　

続
い
て
二
機
目
の
黒
龍
が
、
真
正
面
か
ら
敵
弾
を
撃
ち
込

ま
れ
る
。

　

電
探
用
の
ア
ン
テ
ナ
を
吹
き
飛
ば
さ
れ
、
コ
ク
ピ
ッ
ト
を

撃げ
き

砕さ
い

さ
れ
た
黒
龍
は
、
火
も
煙
も
噴
き
出
す
こ
と
な
く
、
真

っ
逆
さ
ま
に
墜
落
す
る
。

　

彼ひ

我が

の
銃
火
が
交こ

う

錯さ
く

す
る
中
、
香
取
は
二
機
目
の
Ｂ
29
に

取
り
付
い
て
い
る
。

　

右
に
、
左
に
と
旋
回
を
繰
り
返
し
、
Ｂ
29
の
射
弾
を
か
い

く
ぐ
る
。

　

一
二
・
七
ミ
リ
弾
の
曳
痕
は
、
コ
ク
ピ
ッ
ト
や
主
翼
を
か

す
め
て
後
方
に
抜
け
、
あ
る
い
は
頭
上
を
通
過
す
る
。



★
ご
覧
い
た
だ
い
た
立
ち
読
み
用
書
籍
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ

形
式
で
、
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
続
き
は

書
店
に
て
お
求
め
の
上
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。




